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確　認

学科 実技

福祉住環境

コーディネーター

の意義

障害のとらえ方

と自立支援の

あり方

疾患別・障害別に

みた福祉住環境

整備の考え方

相談援助の考え方

と福祉住環境整備

の進め方

福祉住環境整備

の基本技術および

実践に伴う知識

在宅生活における

福祉用具の活用

事例集

60

使用する機械
器具等

備　　考

　※自己評価欄にはＡ、Ｂ、Ｃを記入する。

パソコン、プリンタ

(3)福祉住環境整備の実践に必要な基礎知識

(1)福祉用具の意味と適用

(2)生活行為別にみた福祉用具の活用

事例に基づく福祉住環境整備についての理解

(2)相談援助の進め方

(3)福祉住環境整備関連職への理解と連携

(4)福祉住環境整備の進め方

(1)福祉住環境整備の共通基本技術

(2)生活行為別福祉住環境整備の手法

(1)高齢者に多い疾患別にみた福祉住環境整備

(2)障害別にみた福祉住環境整備

(1)福祉住環境整備とケアマネジメント

(1)障害のとらえ方

(2)リハビリテーションと自立支援

(3)高齢者の心身の特性

(4)障害者の心身の特性

(5)在宅介護での自立支援のあり方

教科の細目 内　　　　　　　　　　　容
訓 練 時 間

(1)高齢者を取り巻く社会状況と住環境

(2)障害者を取り巻く社会状況と住環境

(3)福祉住環境コーディネーターの役割と機能

(5)福祉住環境整備の基本技術および実践に伴う知識を理解すること

(6)在宅生活における福祉用具の活用について理解すること

(7)事例に基づく福祉住環境整備について理解すること

モ　ジ　ュ　ー　ル　シ　ー　ト

到達水準

(1)福祉住環境コーディネーターの意義を理解すること

(2)障害のとらえ方と自立支援のあり方を理解すること

(3)疾患別・障害別にみた福祉住環境整備の考え方を理解すること

(4)相談援助の考え方と福祉住環境整備の進め方を理解すること


